
Go Togetherプロジェクト： 
リスペクトによる新たな価値 ・
文化の創造に期待大

新ドコモグループとして本格始動しまし
た．新しいフォーメーションのスタートはい
かがでしょうか．

　2022年 7 月に再編成が行われた新
ド コ モ グ ル ー プ は，NTTド コ モ，
NTTコミュニケーションズ，NTTコ
ムウェアの 3 社の経営方針を統一し，
機能を統合して，法人事業とスマー
トライフ事業の拡大，通信事業の構

造改革を加速させています．また，
新ドコモグループにおいて，NTTコ
ミュニケーションズはグループの法
人事業を担う企業として，大企業か
ら中小企業まですべてのお客さまに
ワンストップで対応し，社会 ・ 産業
のデジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）を推進する役割を担ってい
ます．
　新ドコモグループとなってから，
非常に充実した時間を過ごしてきま
した． 7 月の本格始動前から「Go 
Togetherプロジェクト」を掲げて準
備を進め，満を持して新体制となり，

お互いのカルチャーやビジネスの理
解に努めながら日々の業務にあたっ
ています．このプロジェクトにはグ
ローバルビジネスを展開するときの
基本でもある相手への「リスペクト」
を基軸に，新たな価値や文化を共に
生み出していきたいという思いを込
めました．
　実際に各所で良い相乗効果が生ま
れ，課題はあるものの職場ごとに創
意工夫をしながら良い刺激を与え
合っているのがとても伝わってきま
す．やはり物理的に同じオフィスで
仕事をしていることが大きいのでは

新ドコモグループの法人事業ブランド「ドコモビジネス」の展開に伴い，グループ全体の法人向
けサービスやソリューションをワンストップで提供するNTTコミュニケーションズ．社会 ・産業のデ
ジタルトランスフォーメーション（DX）を推進する丸岡亨代表取締役社長にNTTコミュニケーショ
ンズの方向性とトップの姿勢を伺いました．

NTTコミュニケーションズ
代表取締役社長

PROFILE：
1982年日本電信電話公社に入社．2012年
NTTコミュニケーションズ取締役，2018
年代表取締役副社長を経て，2020年 6 月
より現職．

丸岡　亨
入社当時と変わらぬ希望と
熱意を胸に．
陸 ・ 海 ・ 空 ・ デジタル空間に
チャレンジ
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ないかと思います．別の拠点で働い
ていた人がすぐ目の前にいることで，
意思疎通がよりスムーズにできて，
連携がしやすくなるなど，そんな動
きに期待しています．

事業の滑り出しも順調でいらっしゃいま
すか．

　「Go Togetherプロジェクト」に
よって企業文化や手法の融合が進み
ました．この結果，実際にお客さま
への提案内容も変化し，スピードも
増したことで受注が生まれ，新しい
事業を順調にスタートさせることが
できました．新法人事業ブランド「ド
コモビジネス」の下，各社のリソー
スを組み合わせることで提供できる
ようになった移動固定融合サービス

（FMC）のほか，5G（第 5 世代移動
通信システム）・ IoT（Internet of 
Things）等の先端ソリューションを
通じて，社会や産業の構造の変革を
促すイノベーションの創出に臨み，
その成果が出始めています．
　新ドコモグループの再編成におい
て，NTTコミュニケーションズと
NTTドコモのビジネスは，いわば補
完関係にあります．NTTコミュニケー
ションズは大手企業や大都市圏での
法人ビジネスを得意とし，通信サー
ビスだけでなくデータセンタやクラ
ウ ド， セ キ ュ リ テ ィ な ど のICTソ
リューションを担ってきました．そ
して，NTTドコモは国内におけるトッ

プブランドであり，全国各地で法人
営業の足場を築き，中小の顧客企業
へのリーチ力を活かしてきました．
両社の法人事業における得意領域を
融合することで，全国の大手企業の
みならず中小企業に至るまで，営業
のカバレッジが広がりました．
　今後の成長領域としては，従来の
ソリューションにIoT/FMC等のモバ
イルソリューション，アプリケーショ
ン，NTTドコモが保有する膨大なマー
ケットデータ等を組み合わせ，「統合
ソリューション」としてワンストッ
プで提供していきます．

OPEN HUB Parkで未来の
社会を実感していただきたい

有意義な相乗効果を実感されているので
すね．

　新ドコモグループとして今後特に
力を入れたいのは，中小企業のお客
さまへのアプローチです．「スタート
ダッシュプログラム」と銘打ってお
客さまのご要望をしっかりと伺って
いるところです．約160万社のお客さ
まのご要望は千差万別です．地域に
よっても事情が異なりますから，地
域各拠点のトップが中心となって
NTTコミュニケーションズとNTTド
コモそれぞれが得意とするスキルを
融合させて臨んでいます．
　また，新ドコモグループは次世代

に向けて，XR（Extended Reality）
事業を手掛けるNTT QONOQを創設
するとともに，ブロックチェーン技
術などを活用した次世代インター
ネットである「Web3」の技術開発お
よび社会実装についても取り組みを
開始しました．このような新しい領
域を統合ソリューションに組み込む
ことによって，その売上に占める比
率を，現在の35％程度から 2 年後の
2025年には50％以上とし，事業構造
を変革していきたいと考えています．
新ドコモグループにおける法人セグ
メントとしては，2025年度に営業収
益 2 兆円をめざしています．大きな
チャレンジではありますが，実現不
可能な数字ではないと思っていま
すし，その期待にこたえていきたい
です．

ところで，NTTコミュニケーションズは本
社のある大手町プレイスにOPEN HUB 
Parkを開設されましたね．

　OPEN HUB Parkは，DXによっ
て社会的課題が解決された持続可能
な未来の世界「Smart World」の実
現をめざす共創の場です．NTTコミュ
ニケーションズの変革の象徴として，
オフィス空間として利用していたフ
ロアの 1 つを，新たな共創のための
ワークプレイスに生まれ変わらせま
した．お客さま ・ パートナーの皆様
をはじめ，各分野に精通した400名規
模の社員，および社外の専門家であ
る「カタリスト」が共創し，それぞ
れの技術や知見を掛け合わせること
で，新たなビジネスを創出するとと
もに社会への実装をめざしています．
これまでに約1000社，2500名にご来
訪，活用いただいています．
　ここでは想像力を掻き立てる体験
が で き ま す． 例 え ば，5G，
SD-WAN/LANや，ＩＯＷＮ（Inno­
vative Optical and Wireless 
Network）の主要サービスである
APN（All-Photonics Network）な
ど最先端のICTインフラを配備し，そ
れらを活用したロボット管制の実験
が日常的に行われていたり，XR上で
さまざまな技術者がコラボレーショ
ンできる体験などもできるように
なっています．お客さまが保有して
いる技術やアセットをOPEN HUB 
Parkに持ち込んでいただき，ドコモ
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グループの最新のICTソリューション
と組み合わせることで，ビジネスコ
ンセプトの創出にとどまらず，社会
へ実装するためのさまざまな実証実
験をすることができるのです．

IOWNへの期待も高まっていますね．

　IOWNに対する期待値は非常に高
いと感じています．昨年のNTT R＆
DフォーラムにおいてIOWNのロード
マップが示されましたが，この構想
における私たちの役割は，NTTの研
究所で生まれた技術を活用し，次世
代のICTインフラ基盤となるリモート
ワ ー ル ド や デ ジ タ ル ツ イ ン コ ン
ピューティングの基盤などを実装す
ることです．IOWN構想がめざす社
会，「スマートソサエティ」「低炭素
社会」「Well-being」の実現をめざ
して日々取り組んでいます．
　IOWN構想では，通信ネットワー
クで増加する情報流通量に対応しつ
つ，劇的に消費電力を抑制 ・ 削減で
きます．NTTグループは新たな環境
エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン で あ るNTT 
Green Innovation toward 2040を
リリースしましたが，これらの技術
を活用して，2040年度までにカーボ
ンニュートラルの実現をめざします．
中でも，データセンタにおいては，

再生可能エネルギーへの転換と低消
費電力技術の導入を加速させること
で，2030年度のカーボンニュートラ
ル実現をめざしています.
　お客さまのグリーン化に対する意
識も非常に高まっていて，多くのお
声がけもいただき，NTTアノードエ
ナジーと協働してさまざまな提案を
しています．例えば，再生可能エネ
ルギーの電源を新たに設置し，その
発電電力を企業に供給する契約であ
るオフサイトPPAをコンビニエンス
ストア等と結ぶ取り組みや，再生可
能エネルギーを活用し，電気代ごと
にdポイントがたまるドコモでんきに
も，お客さまから大きな期待を寄せ
ていただいていると実感しています．
他にも一部のデータセンタでは，グ
リーンメニューを提供し，お客さま
のご要望に応じた再生可能エネル
ギーを選択できるようにしました．

ドコモグループの総合力を発揮
して社会的責任を果たす

お客さまに対してどのようなことに注力し
ているのでしょうか．

　IoTが社会生活の中に深く浸透して
くる中，ドコモグループの一員となっ

てIoT領域の案件が増
えてきたことで，これ
まで以上に通信キャリ
アが持つ社会的責任の
大きさを実感していま
す．故障などが発生し
た際には，ドコモグ
ループの総合力を発揮
して迅速に対応しなけ
ればなりません．NTT
コミュニケーションズ
としては，法人事業な
ら で は の C X

（ C u s t o m e r 
Experience）を徹底
的に追求し，顧客接点
における体験価値を全
社横串で継続的にブ
ラッシュアップしてい
きます．つまり，サー
ビスの提案 ・ 導入時か
ら導入後の運用フェー
ズ，トラブル発生時ま
で，カスタマージャー

ニーの入り口から出口に至る顧客体
験を，総合的に高めていくことが重
要だと考えています．
　そして，CXを高めていくためには
社 員 1 人 ひ と り のEX（Employee 
Experience）がカギとなります．私
たちはこれまで先進的なワークスタ
イル変革を推進してきました．例え
ば，「フレキシブル ・ ハイブリッド
ワーク」です．私たちのリモートワー
ク率は恒常的に70〜80％で，時間や
場所にとらわれずに働けるように
ツールとルールを整備しました．一
方で，コロナの収束が見えてきて社
会活動が活発化する中で，チームビ
ルディングやお客さまとの共創など
におけるフェイス ・ トゥ ・ フェイス
でのコミュニケーションの重要性も
実感しています．単純にリモートワー
ク率を数値化することを目標に据え
るのではなく，ベスト ・ パフォーマ
ンスを発揮でき，社員のWell-being
が実現できるバランスを各部署で追
求してもらっています．そして，こ
れにより得られた知見をお客さまに
展開することで，より社会のお役に
立てるのではないかと思います．

最後に研究開発を担当する皆さん，そし
て社員の皆さんにエールを送っていただ
けますでしょうか．

　私がNTTに入社したのは40年前で
す．当時はまだ電電公社で，INS（高
度情報通信システム）構想を掲げて
いました．電話という身近なサービ
スが従来のアナログ主体のものから
デジタル主体に変わり，音声だけで
なくデータや画像などあらゆる情報
が流通するとともに，通信の主体が
人対人から人対機械，機械対機械に
まで拡大し，世の中が大きく変わっ
ていくという世界観が非常に魅力的
でした．民営化を間近に控えた，あ
の頃に抱いたわくわく感や熱意は今
も変わることはありません．
　NTT研究所の技術をはじめとした
グループのケイパビリティを活用し，
私は「陸」だけでなく「海」「空」「デ
ジタル空間」もチャレンジの舞台に
加えたいと考えています．陸上にお
ける固定 ・ モバイル通信はもとより，
海では，2022年末に完全遠隔無線制
御型水中ドローンを実現し，また，
2021年よりNTT研究所とリージョナ
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　「トップとはどのような存在だとお考え
でしょうか？」トップインタビューで数多く
の方々に伺っている定番の質問です．
この質問に，丸岡社長は「トップに必
要なのはアイキュー（IQ）とアイキョー
（愛嬌）です．先日あるトップに伺った
言葉なのですが」と，愛嬌たっぷりな
笑顔で答えられました．続けて丸岡社
長は「私のＩＱを高めるには限界がある
けれど，意思と愛嬌だけは持ち続けて
いたいと思っています」と，どんな質問
にも嫌な顔一つせず，冗談をはさみな
がら軽快なトークをご披露くださいました．

しかも，どんなお話もエビデンス・ベー
スド．ご発言への責任感が伝わってき
ます．こんな社長のあり方に，愛嬌とい
う表現は単に物腰の柔らかさではなく，
他者を思いやるお心遣いが含まれてい
ることを実感しました．インタビュー終了
後の写真撮影中も会話は止むことなく，
さまざまな知見を授けてくださる丸岡社
長．大切なのは「リスペクト」「信頼」
という丸岡社長が入社当時からお持ち
の信念は，こうしたご姿勢に表れている
のだと実感したひと時でした．

ルフィッシュは藻類と魚介類にゲノ
ム編集技術を適用して，海洋中に溶
け込んだ二酸化炭素量を低減させる
二酸化炭素変換技術の実証実験を開
始しています．加えて，空では宇宙
開発やHAPS，ドローン．特にドロー
ンの規制緩和に伴うサービス拡大へ
の期待値は高いです．
　 こ の よ う な 取 り 組 み を 通 じ て
6G-IOWN がめざす「超カバレッジ
拡張*」に向けて前進することで，陸
海空における通信を実現していきた

いという熱意を持っています.
　ＮTTの研究開発力は世界でもトッ
プレベルです．そこから生まれた製
品やサービスはお客さまに高い関心
を持っていただいています．私は前
職で音声事業を担当していたことも
あって，音声認識技術は特に思い入
れがあり，こうした技術が活かされ
て い るForeSight Voice Mining

（FSVM）やＡＩチャットボットなど
を組み合わせながら自社やお客さま
のコンタクトセンターの高度化を実
現してきました．最近の例では，世
界初のPersonalized Sound Zone

（PSZ）技術を活用して製品化した，
NTTソノリティのイヤホンMWE001
に注目しています．リモートワール

ドが進んでいる中で，世に出すタイ
ミングが非常に良かったと感じてい
ます．こうした研究，開発はNTTの
事業全体の底上げになると思いま
すのでぜひ頑張っていただきたいで
すね．
　また，事業の成功は全社員の皆さ
んにかかっています．社員の皆さん
の成長がすなわち事業の成長です．
Withコロナの中で対面 ・ リモートを
組み合わせた新しい働き方を実現し
ながら， 1 人ひとりのキャリア形成
を通して，皆さん自身の成長につな
げてほしいと思っています．皆さん
と会社が共に成長していく好循環の
実現をめざします．社員の皆さんも
どのようにしたらお客さまの信頼を
得られ喜んでいただけるかを考えて
行動していただきたいと思います．
最先端の技術を活用して，わくわく
する世界を創り出していきましょ
う！

（インタビュー：外川智恵/撮影：大
野真也）

※�インタビューは距離を取りながら，アクリル

板越しに行いました．

＊	�超カバレッジ拡張：基地局が移動局端末との通
信を行うことができるエリアを，現在の移動通
信システムがカバーしていない空 ・ 海 ・ 宇宙
などを含むあらゆる場所へ拡張すること．

2023.2 7


